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は じめに
博物館の起源を古代ギ リシャに求めるにせ
よ,近代西欧に求めるにせよ,博物館を他の
教育研究機関から弁別 し,最も特徴づけるも
のはコレクションの存在である。つま り,博
物館は所蔵 ・展示する資料があって初めて博
物館であるとい うことになる。
コレクションの存在に よって特徴づけられ
るものには図書館もある。 コレクションがも
っばら図書資料に限られるものが図書館であ
り,一方,自 然 ・人工の有形のものが集めら
れているのが博物館であるということもでき
よう。
コレクシ ョンという現象から見れば,図 書
館 と博物館の違いは必ず しも本質的な違いで
はない とも考えられる。事実,古 代アレクサ
ンドリアのムーセイオンは,こ の意味で両者
の性質を具備 していた とみられる。このムー
セイオンに範を とったともいわれる,近代に
おける最初の国立博物館である大英博物館
は,そ の創設の当初か ら図書館をその主要な
要素 として持ち,以後 も継続的に図書の収集
が続け られてきた。 ここには,知 の集積 とそ
の活用を考えるとき,図書 も各種の自然 ・人
工の資料 も同様に必要 とされるという資料観
が窺える。 こう考えるとき,今 日,図書館 と
博物館はかな り明確に区別されているが,あ
る意味では必ず しも全く別のものとして区別
されな くてもよいとも考えられる。
とはいえ,創設当時の科学観から図書部門
こそが大英博物館の中心とされ,長 くその館
長 は図書館長が歴任 している事実は示唆的
で,図 書以外の各種の物的資料は,知の直接
的財産である図書よりはやや低い地位が考え
られていたのではないかと疑われ る。
本稿は,博物館における資料の意味とその
位置づけをめぐる諸問題追求の予備的作業と
して,博物館資料論のアウトラインを探るこ
とにしたiい。
1.博物館資料
(1)資料の種類
博物館資料 とは,一般にはその展示に活用
されるコレクションをさすであろ う。もとよ
り,それが博物館資料の中心であることは論
を侯たないが,博物館活動(調 査研究 ・収集
保存 ・展示教育)を 考えると,実際には極め
て多様な博物館資料が存在するといえる。こ
こでは,こ の意味の広い範囲で博物館が必要
とし,取 り扱 う多種の資料についても考える
必要がある。
すなわち,博物館における調査研究,展 示
を中心 とした教育に関わ り,どのようなもの
が資料 となるのかを考える必要がある。
研究に関わる資料 としては,中 心は直接資
料 としての実物資料があ り,さらに,過去の
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調査 ・研究に関わる諸情報(図 書 ・報告書 ・
データベース等)が 重要である。実物資料の
コピー(模造 ・複製 ・映像等)も ,研究のあ
り方によっては資料的な意味を持つ。
展示に関わる資料 としては,展示資料の中
心 となる実物資料が最 も重要 といえるが,こ
の他,模 造 ・複製 ・模型 ・映像等の準実物資
料 とでもいえるものや,展 示構成上の解説 ・
誘導な どを役割 とす る各種 の補助資料があ
る。
② 資料の形態的分類
これ らの資料をその形態から分類すれぽ,
実物資料およびそのコピー資料は資料の形態
そのものが意味を持った資料であ り,その他
は,形 態は問わず,そ の内包する情報そのも
のが意味を持つ資料とすることができる。前
者をモノ資料,後 者を コト資料とでも呼び分
けることができよう。
a.モ ノ資料
博物館のコレクションの中心 となるもっと
も基本的な資料群である各種の自然物 ・人工
物の実物資料がモノ資料であることは言 うま
でもない。 これ らは諸科学の領域における固
有の資料分類体系に則 って分類 ・命名される
のが原則である。 自然資料には生体資料を含
む ことになる。
これらのモノ資料は,博物館における研究
の基礎であ り,また研究の成果でもあるが,
それ以上に,博 物館の展示を構成す る中核 と
なる資料群であることが後述するコト資料 と
大 きく異なる点である。
このモノ資料に関わる博物館資料論 として
の課題は,収 集技術,保 存(育 成)技 術の問
題 と収集倫理の問題がある。
モノ資料 の第2の 範疇 として,準 実物資
料 としての模造 ・複製 ・模型などが考えられ
る必要がある。
そ して,モ ノ資料の第3の 範疇 として録
音 ・映像記録を挙げておきたい。関係 ・変化
の過程や動態そのものに意味のあることがら
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では,録音 ・映像などの記録自身が展示資料 、
として位置づけられるものがある。関係ある
実物資料があっても,それ らでは具体的に見
えないものを保存 しているものである。例え
ば,祭礼に関わる各種の仮面 ・衣装などがあ
っても,祭礼そのものを知ろうとすれぽ,そ
れらの仮面 ・衣装を用いての祭礼行事そのも
のの映像記録には及ばない。 この場合,そ の
映像記録はコト資料であるが,博物館におけ
る研究 ・教育上モノ資料 と同じ扱いを受ける
といってもよかろう。言葉を変えれば,モ ノ
とコトにまたがる実物資料 という性質を持 っ
ているともいえる。ただ し,その記録媒体の
形態そのものには基本的に意味はない。
b.コ ト資料
最も主要な形態は各種の文字中心の資料,
図書 ・文献類であるといってよい。資料の形
態そのものよ り,その内容 ・情報に意味のあ
る資料群である。ただ し,歴史系博物館など
の扱 う各種の歴史的な文書類,あ るいは文学
館の扱 う文芸作品などは,そ の文書や本の形
態以上に,そ の内容そのものに意味が重い場
合が多いといえるが,こ れらはその形態をも
含めてモノ資料 として位置づけ るべ きもの
で,そ の意味ではコ ト資料の範疇では考えな
い方がよい場合が多いように思われる。 しか
し,その内容だけを取 り出して考えるとい う
のであれぽコ ト資料といわなけれぽならない
であろ う。
この コト資料 の第2の ものに録音 ・映像
などの記録が挙げられる。前述のように,こ
の録音 ・映像資料は展示の中でモノ資料的な
扱いを受けるものも含まれるとはいえ,そ の
基本的な性格は記録された内容そのものに意
味があるのであって,モ ノ資料 とは異なる。
さらに,展示室における各種の解説 ・誘導
等の役割を担 う製作物 も,資料論的にいえぽ
その形態には基本的な意味はな く,そこに盛
られた情報そのものに意味があるコ ト資料 と
しておきたい。
また,近 年急速に進んでいるコンピュータ
利用の各種の電子化されたデータもコト資料
である。
つまり,このコ ト資料 とい うものは,形態
的には何らかの複製技術による二次的産品と
して存在するものとい うことができるであろ
う。
(3)資料の属性的分類
博物館活動から考えると,この博物館資料
の属性 としては研究資料か展示(教 育)資 料
かとい う区分が考えられる。
上述のように,研 究資料 と展示資料のどち
らにもモノ資料 とコ ト資料がある事は自明で
あるが,展 示資料の主体をなすのはモノ資料
であることも事実である。 また,全 ての展示
資料は同時に研究資料であるといえるが,逆
は必ず しも成立 しないことも明 らかであろ
う。
展示資料 とは異なるがレファランス等の教
育資料を考えると,この領域の大部分はコト
資料 とい うことになろう。
つま り,研究資料か展示資料か ということ
は,資料の形態や内容によって区分されるの
ではなく,いわぽその用途によって決定され
るということができる。
ただ,展示 ということを考えると,少なく
とも展示資料は見てそれ とわかるものである
必要がある。例えば,製 作地や出土状況の明
らかな土器や陶磁器の破片は,紛れもなく実
物であ り,研究資料 としては極めて重要であ
るといってよいものだが,展 示の中で当時の
具体的用途を見せ ようとするならば,器 の全
形を復原 してや らなけれぽ難 しい。このよう
に,展示資料 とされるものは,破 損品,欠 損
品であるより,全体の形状を見ることのでき
る,し かも典型的なものが最も活用 しやすい
資料であるといえるであろう。
(4)小括
博物館資料を,そ の形態 と属性によって区
分 してみると以上のようになろう。
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研究資料 としての博物館資料は,何 も博物
館に限 らず,諸 科学の領域の研究 と共通する
ものであることは論を侯たない。一方,展 示
資料は,博物館を最 も特徴づける展示とい う
活動 との関わ りで考えれば,そ の中心がモノ
資料に置かれることになるのも自明である。
博物館の究極の役割が広い意味での教育に
あるとの考えに立てば,優れた博物館 とは,
優れた展示を行 う博物館 といってもよい。や
や短絡 していえぽ,優れた展示を行うには,
展示の技術もさる事ながら,いかに多くの優
れた展示資料を所蔵 し,駆使 しているか とい
うことであろ う。その基礎は,い かに優れた
コレクションを形成できるかとい うことであ
り,そのためには重厚で緻密な研究が不可欠
であることも論を侯たないであろ う。
また,今 日,博物館の利用者は,単 に展示
物を見るにとどまらない,よ り積極的な博物
館利用を求めているように思われる。そこで
重要になるのが,博 物館が蓄積している各種
の資料 ・情報をどのようにより多 くの人々の
利用に供することができるかとい う課題 とし
て現れてくる。
さらに,資料の保存とい う問題は,ひ とり
博物館だけの問題ではないが,博 物館はその
成立当初から収集 と保存をも役割 とする機関
として成立 していた。特に各種のモノ資料の
中には,適 切な条件整備を しなけれぽ急速に
その価値を減 じてしまうものも含まれ,一 般
にその保存が比較的容易な多 くの コト資料 と
は大きく異なっているとい うことも重要であ
る。保存と活用とい うのは常に相反する課題
でもあるが,博 物館資料論としても,この問
題は避けて通れない課題としてあげておかな
ければならない。
2.資 料と博物館における研究
博物館における研究には,そ れぞれの博物
館がその領域とする専門分野に関する学術的
研究がある。歴史館では歴史の,美 術館では
美術の,自 然史館では生物等の研究が行われ
なければならないことは言 うまでもない。そ
れな くしては資料の収集も展示 も行えないこ
とは自明であろう。さらに,博 物館の役割を
考えれば,こ の他に,資料の保存に関する科
学的研究や,博 物館そのものの機能 ・役割に
関す る博物館学的研究が行われなけれぽなら
ない。
博物館が収集 し,保存する資料との関わ り
でいえぽ,そ の専門的学術研究と保存科学的
研究が論 じられなけれぽならないであろう。
資料 とその保存科学については別稿に譲 り,
ここでは専門的学術研究と資料との関わ りに
ついて整理 しておこう。
博物館における専門的学術研究に関 しては
鶴田納一郎(1961),倉田公裕(1971),千
地万造(1978)らの見解がある。
いずれも,博物館における研究の特性とし
て,モ ノ資料を量的に扱うことをその大きな
特性としてあげている。つ まり,その特性と
して,分 類学的研究,型 式学的研究,形態学
的研究といったモノに即 した基礎研究が博物
館にとっては重要であることが力説 されてい
る。むろんのこと,博物館における研究だか
らといって,応 用研究や先端研究が不必要だ
とか,や るべき事柄ではないという意味では
ない。多数の資料を保持 しているという博物
館の特性から導き出される,他 の研究機関と
の相対的な差異,役 割分担 とい った方が よ
い。
博物館における専門的学術研究 と資料の問
題は,個 々の専門領域によって,そ のあ りよ
うは異なるであろう。モノ資料そのものの集
積が方法論的に極めて重要な研究領域にあっ
ては,博物館とその他の研究機関,例 えば大
学などとの研究のあ り方にそれほど大きな違
いは生 まれ てこない ともいえる。 とい うよ
り,む しろ,資 料の集積そのものを役割 とす
る博物館の方が主導的役割を果た しうるとい
ってもよい。
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例えば,博物館 とは異なるが,今 日の日本
において,考古学研究の一つの中心が地方 自
治体の埋蔵文化財センターにあることを見れ
ば肯けよう。埋蔵文化財センターによる発掘
調査は,そ の契機は開発によるもので,こ の
意味では学術的 ・目的的とは言えないが,一
方で網羅的な資料採取が求められる。実際,
数多 くの緊急発掘調査を通 じて,多量の資料
が集積されている埋蔵文化財センターでは,
確実な資料に基づいた量的な比較研究を行 う
条件が整っているともいえる。こうした研究
状況からすれぽ,大 学における考古学研究の
中心が,新 資料の発見や記載的な基礎研究か
ら脱皮す ることが求め られているともいえ
る。
大学などの研究機関においても,その研究
の過程で集積 されたモノ資料を保存 しな くて
よいとは言えないが,そ もそもの資料の収集
が,後 の活用を前提 としたものとい うより研
究資料 としての収集であ り,保存が前提 とは
なっていない点で博物館の場合 とは異なうて
いる。
専門的学術研究にとって,直接的なモノ資
料の重要性は言 うまでもないことであるが,
同様に極めて重要なのがその研究に関わるコ
ト資料,す なわち図書 ・文献 ・データベース
などである。過去の研究を知 り,現在の研究
状況を知 らなければ,そ の専門的学術研究
は,単 なる独善に陥って しまう。とするなら
ぽ,博 物館には専門図書館と同等の コト資料
の集積が求められることになる。 コト資料の
集積は,別 の言い方をすれぽ情報の集積 とい
ってもよい。これが弱い とい うことは,そ の
研究も脆弱であるといってよいだろう。その
意味では,学芸員の個人的な図書 ・文献の収
集努力ぼか りではな く,機関と しての博物館
自身の収集努力が求められる。我が国の多 く
の博物館が,こ の点ではかな りお粗末な図書
収集しか していない,で きていない現状は大
変憂慮 される。
3.資 料と博物館における教育
博物館教育の中心は展示であることは言 う
までもない。その展示とは,見 ることを通 じ
ての学習過程を成立させる仕掛けであ り,そ
の展示を構成する中心的資料はモノ資料であ
る。
この展示には,た だ1点 の実物資料=モ
ノがあれぽ成立する鑑賞 とい うものから,多
数のモノ資料ぼか りでな く,そうしたモノ資
料群の表わすものをどのように読んだらよい
のかを解説 ・示唆 ・誘導するコ ト資料とで複
合的に構成されるものまで,実 に多様なあ り
方がある。今日,一般的には,伝 えたい,あ
るいは伝えるべきメッセージに最 も相応しい
モノ資料群が用意され,さ らに,そ れらのモ
ノ資料どうしを関係づけるコ ト資料群が用意
され,こ れらの適切な配置が検討されて構成
されるのが展示であるといってよかろう。
展示を構成するモノ資料には,実 物資料と
準実物資料とでもい うべき模造 ・模写 ・複製
・模型 ・映像などがあ り,コ ト資料 としては
解説 ・示唆 ・誘導などの補助資料がある。
展示の周辺で行われる各種の教育プログラ
ムにおいても,モ ノ資料 とコト資料の両者が
使われているが,こ の場合には,概 してコト
資料への依存度が高くなる傾向が窺える。
モノ資料 もコ ト資料 も,展示や各種の教育
プログラムのなかで,利 用者の意味のある情
報獲得によって,生 かされることになる。 こ
の意味からいえぽ,梅樟忠夫の 「博物館は博
情館でなけれぽならない」との言は至言であ
る。博物館利用者への収蔵資料,収 蔵図書,
データベース等へのより広範で容易なアクセ
スが許されるようになるべきものと考える。
4.モ ノの資料化
3.4項で述べた事柄を別の角度か ら見ると,
それはいずれ もモノの資料化 という課題 とな
ろう。
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博物館における研究を通 じて行われなけれ
ぽならないのが,収 集されたモノの資料化で
ある。これは,い わゆるレジス トレーショソ
で,博 物館資料の全てに関わるものである。
モノは,科 学的に分類 ・整理され,博物館の
資料台帳に登録されることによって初めて博
物館資料となるのである。
ところで,こ の登録の前提,登 録に至る過
程は,モ ノの持つ意味 ・内容を分析 し,確定
させる研究である。歴史学に言 う史料批判の
過程を経て,モ ノの意味 ・内容が確定され,
学術資料 ・博物館資料 として初めて正 しく位
置づけられるものであるといえる。この批判
の過程がいい加減であった り,徹底を欠 くよ
うなことがあると,真贋などを含む大きな問
題となるし,モノの内包する意味や諸情報の
抽出が不十分であるとい うことになりかねな
い。この意味の資料化は,学 芸員の専門の力
量が問われることがらである。
もう一つの意味の資料化は,展 示資料 とし
てのモノの資料化がある。
モノは実に多様な意味 ・情報を内包 してい
る。同じ石器が,美 術館で原始の美を示す資
料,歴 史館では原始時代の技術示す資料,自
然史館では石器の材の鉱物学的標本となるこ
とでも分かろう。つまり,資料の展示は,そ
のもの自体をただ見せるに止まらず,そ のモ
ノの内包するどのような意味 ・情報をその展
示において引き出し,知ってもらおう,学ん
でもらおうとするのか とい う点にある。先に
述べたモノの資料化の過程をふまえて,最 も
適切な資料を選択し,その資料の内包する意
味 ・情報をどう取 り出せるように工夫するの
かが展示における博物館資料の資料化 という
ことであろう。
このことは,比 喩的に言えば,モ ノ資料の
コト化とでもい うべき作業である。模型制作
やジオラマ制作もそれ自体はモノ資料の制作
であるが,実 はモノの構成によるコト化を図
る内容 として位置づけることもできる。
以上の事柄は,本 来的にはモノ'コ ト・コ
トパの哲学的考察を土台に しなけれぽならな
いものであろ うが,今 はその準備に不足があ
り,課題の提出と予察に留めざるを得ない。
次稿でその責を果たしたい。
参考文献
倉田公裕1971「博物館概論(試 論)一 博物館に
おける調査研究 とは何か」『博物館研究』43-4
千地万造1978「博物館eこおける調査研究」『博
物館学講座5調 査 ・研究と資料の収集』雄山
閣
鶴田me-一郎1961「博物館における研究につい
て」『博物館研究』34-11
MaterialsofMuseum8
YAJIMAKunio
Itistruethatmuseumsarethepalacesofmaterialsthatincludethereal,originalandgenuineobjects,
andmanyothermaterialssuchasmodels,replicas,papers,books,databasesandsoon.Thischaracter,
notwholenow,isonephaseofthemwoUldnotchangeinfuture.Forthatreason,museumsandtheiraca-
demicstaffsshoUldconsiderwhatmaterialsmustbecollecting,andhowmanymaterialsmustbecollect-
ingfortheirmission.
Museurnexhibitionsareessentiallybasedonrealandoriginalobjects.But,theycannotsetupbyonly
theseobjects.Theyneedmanyothermaterialssuchas,labels,interpretingpanels,modelsandothers.
So,wehavetoconsiderthecharactersandfUnctionsofthesematerialsinmuseums.
Iwilltrytodividethembythesensefromthedifferencebetweenobjectandmatter,andthenanalyze
theirsigtiificanceinmuseumactivities.Butnow,myanalysisisjustonstartingline.Here,Icanonly
preferarticleswhichhavetoconsider,andabasementforarguments.
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